




〔はじめに〕先天性胆道閉鎖症と新生児肝炎は新生児および乳児期に胆汁うっ滞をきたす

代表的な疾患であるが,両疾患の鑑別はしばしば困難である。私達は,血中胆汁酸の測定法

として簡便かつ鋭敏な radioimmunoassay を用いて両疾患の血中グリココール酸(GCA)を測

定した。 

その結果,空腹時の血中 GCA 値は,先天性胆道閉鎖症では新生児肝炎に比べてかなり高値で

あったが,本試験のみでは両疾患の鑑別は決定的ではなかった。よって,空腹時に MCT ミル

クを投与して血中 GCA 値を経時的に測定することにより,腸肝循環を介した胆汁酸代謝の

動態を観察し,次の成績をえた。 


